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歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を
制
定

　

今
年
度
、
委
員
長
を
務
め
る
体
育
振
興
・
健
康
づ
く

り
対
策
委
員
会
で
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
歯
お
よ
び
口
腔
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
11
月
県
議
会
に
提
案
し
、

全
会一致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
基
本
理
念
は
、「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
歯
科

疾
患
等
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
予
防
に
主
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
」、「
歯
お
よ
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
は
、

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応

じ
て
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
」「
歯
科
保
健

サ
ー
ビ
ス
・
歯
科
医
療
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
環
境
の

整
備
を
図
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。
条
例
の
制
定
に

よ
っ
て
、
歯
と
口
腔
の
ケ
ア
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
を
さ
ら
に
総

合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

《
条
例
の
主
な
内
容
》

･

定
期
歯
科
検
診
の
受
診
等
の
促
進

･��

配
慮
を
必
要
と
す
る
障
害
者
等
の
歯
科
保
健
サ
ー
ビ

ス
等
の
機
会
の
確
保

･��

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
の
歯
科
保
健
サ
ー
ビ

ス
等
の
機
会
の
確
保

･

在
宅
歯
科
保
健
サ
ー
ビ
ス

･

学
校
等
に
お
け
る
歯
科
疾
患
等
の
予
防
の
推
進

･

医
科
歯
科
連
携
の
体
制
の
構
築

･��

歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
、

資
質
の
向
上

Q

近
江
大
橋
有
料
道
路
事
業
の
最
終
的
な
収
支
状
況

に
つ
い
て
？

　
　
（
土
木
交
通
部
長
）
供
用
を
開
始
し
た
昭
和
49
年

９
月
か
ら
無
料
開
放
し
た
平
成
25
年
12
月
ま
で
の
総
収

入
は
約
５
３
２
億
円
。
そ
れ
に
対
し
て
総
支
出
は
、
国

の
無
利
子
貸
付
の
返
済
や
銀
行
か
ら
の
借
入
れ
の
償
還
、

借
入
れ
に
伴
う
支
払
利
息
、
県
か
ら
の
出
資
金
の
返
還

が
約
２
７
０
億
円
。
維
持
管
理
費
や
修
繕
、
事
務
所
経

費
が
約
２
０
７
億
円
で
合
計
４
７
７
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
残
る
55
億
円
の
内
訳
は
、
損
失
補
て
ん
引
当
金
が

約
50
億
円
。
剰
余
金
約
５
億
円
と
な
る
。

Q

損
失
補
て
ん
引
当
金
に
つ
い
て
、
近
江
大
橋
の
維

持
管
理
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
対
策
な
ど
何
ら
か
の
形
で

近
江
大
橋
利
用
者
へ
の
還
元
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

　
　
（
土
木
交
通
部
長
）
損
失
補
て
ん
引
当
金
は
、
有

料
道
路
事
業
を
運
営
し
て
い
る
間
は
道
路
公
社
に
お
い

て
留
保
さ
れ
る
。
琵
琶
湖
大
橋
有
料
道
路
の
今
後
の

方
針
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
公
社
全
体
の
損
失
補
て

ん
引
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
議
論
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
と
も
相

談
し
て
い
る
。

Q

安
定
的
、
継
続
的
に
道
路
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
道
路
公
社
の
資
金
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ
き

で
は
？

　
　
（
土
木
交
通
部
長
）
道
路
公
社
に
あ
る
損
失
補
て

ん
引
当
金
は
、
有
料
道
路
の
利
用
者
か
ら
の
料
金
収
入

を
も
と
に
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
県

が
引
き
継
い
だ
場
合
に
は
、
そ
う
い
っ
た
資
金
で
あ
る

こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

近
江
大
橋
の
渋
滞
対
策
を
求
め
る

Q

近
江
大
橋
の
無
料
開
放
後
の
周
辺
道
路
へ
の
影
響

に
つ
い
て
？

　
　
（
土
木
交
通
部
長
）
近
江
大
橋
で
は
、
１
日
あ

た
り
無
料
開
放
前
に
予
測
し
た
４
万
８
千
台
に
近
い

４
万
６
６
０
０
台
と
交
通
量
が
お
よ
そ
50
パ
ー
セ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
交
通
の
流
れ
の
変

化
に
伴
い
、
国
道
１
号
と
近
江
大
橋
取
付
道
路
を
結
ぶ

複
数
の
路
線
で
も
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
。

Q

近
江
大
橋
の
周
辺
道
路
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
？ 

　
　
（
土
木
交
通
部
長
）
無
料
開
放
後
、
本
年
１
月
、

６
月
、
10
月
に
実
施
し
た
交
通
量
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

新
浜
交
差
点
の
改
良
や
矢
橋
中
央
交
差
点
の
右
折
レ
ー

ン
の
延
長
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

AAAAA

　
ご
あ
い
さ
つ

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う�

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
皆
様
の
声
を

も
と
に
子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
、
暮
ら
し
の
安
心
の

た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

◆
平
成
26
年
11
月
県
議
会
◆

　

平
成
26
年
11
月
県
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
無
料
開

放
後
１
年
が
経
過
し
た
近
江
大
橋
周
辺
の
道
路
の
渋
滞

対
策
と
と
も
に
、
滋
賀
県
道
路
公
社
の
資
金
を
道
路
財

源
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
県
内
企
業
の
海

外
展
開
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
三
日
月
知
事
か
ら
は
、「
海
外
展
開
を

行
う
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
要
請
に
的
確
に
応
え
、
経
済
・

産
業
の
交
流
や
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
に
重
き
を
置
い

た
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き

な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
公
社
の
資
金
を
道
路
財
源
に

　

近
江
大
橋
の
無
料

開
放
後
の
道
路
公
社

の
財
務
状
況
は
、
平

成
25
年
度
末
で
建

設
費
３
７
２
億
円
に

対
し
て
留
保
金
額
が

４
１
５
億
円
で
、
差

し
引
き
資
金
残
高
は

実
に
43
億
円
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
近
江
大
橋
の
利
用
者
の
料
金
収
入
を
積

み
立
て
た
損
失
補
て
ん
引
当
金
約
50
億
円
も
含

ま
れ
、
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
琵
琶
湖
大
橋

の
今
後
の
あ
り
方
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
道
路

公
社
の
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
滋
賀
県
の
道
路
整
備
率
は
、
平
成

24
年
４
月
現
在
、
県
管
理
道
路
で
53
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
と
全
国
的
に
も
下
位
に
留
ま
っ
て
お
り
、

近
江
大
橋
の
周
辺
道
路
の
渋
滞
対
策
を
は
じ
め
、

滋
賀
県
の
発
展
を
見
据
え
た
将
来
の
道
路
整
備

の
財
源
と
し
て
道
路
公
社
の
資
金
を
活
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
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MOA美術館大津児童作品展表彰式

瀬田東学区文化祭開会式 信楽高原鉄道の運行再開を前に復旧状況を視察


